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～山梨県 身延山に行ってきました～
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お知らせ

平成２４年度

檜原村一般廃棄物《ごみ》処理基本計画を策定しました檜原村一般廃棄物《ごみ》処理基本計画を策定しました檜原村一般廃棄物《ごみ》処理基本計画を策定しました
　檜原村では、ごみの発生から排出、収集・運搬、処理・処分及び再生利用について総合的な検討を行い、長
期的及び総合的な視野に立ち、近年の廃棄物処理を取り巻く社会情勢及び地域特性を考慮した新たな基本方針・
施策を盛り込んだ檜原村一般廃棄物（ごみ）処理基本計画を策定しましたので、その概要をお知らせします。

・快適な生活環境を形成するため、ごみの減量化と資源の有効活用を推進し、衛生的・効率的に収集
　する体制を確立します。

・環境問題、公害等に対する住民意識の高揚を図るための啓発活動を推進します。

● 基本方針　「ごみをつくらない・ごみとしない・ごみとさせない」● 基本方針　「ごみをつくらない・ごみとしない・ごみとさせない」

1 人 1日当たりのごみ排出量ごみ減量化の目標 （資源・集団回収を除く）

H22

100％100％ 14％
削減 86％ 76％86％ 24％

削減 76％

641g／人・日 554g／人・日
488g／人・日

H28 H38

1人 1日当たりの
ごみ排出量

現況値
平成 22年度

中間目標年度
平成 28年度

計画目標年度
平成 38年度

641g 554g 488g

◎問い合わせ先　産業環境課生活環境係　内線124・127

ア．住民に対し、不法投棄の監視に関する協力の必要性を周知し理解を得ます。

イ．不法投棄発見時の通報体制の周知を徹底します。

ウ．不法投棄の抑止や早期発見につなげるため、住民同士が連携するような監視体制の構築を図ります。

エ．不法投棄が頻発している地区においては、防犯灯や監視カメラを設置します。

オ．標語を記載したステッカー等の貼り付けにより、抑止効果の向上を図ります。

カ．林道等の入り口への進入禁止対策を講じることにより、不法投棄を未然に防止します。

キ．警察署との協力体制の構築を図り、迅速な対応が出来るよう協議します

基本計画で取り組む主な施策基本計画で取り組む主な施策

減量化対策に関する施策

1. 水切りの徹底

2.生ごみの堆肥化についての普及啓発

3. 観光ごみ持ち帰りの啓発運動

4. 資源収集日の調整（増加）

ごみの適正処理に関する政策

不法投棄に関する施策

1. 新たな分別区分

2. 直接搬入ごみの受入

3.新たなリサイクルシステムの検討

4. ごみ処理施設の整備

啓発による環境意識の育成

1. 体験学習の場の構築

2. 集団回収等の実施

3.学校教育に対する支援、協力、協働

4. ごみの戸別収集・有料化の検討

5.資源回収団体についての補助内容の見直し

本計画の詳細につきましては、役場産業環境課においでいただくか村ホームページをご覧ください。
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お知らせ

〈広告〉

都知事許可（般−16）第87705号

代表取締役　吉 澤 伸 行
檜原村2733-2

（代）TEL 598-0551　FAX 598-1008
日の出町事務所・工場　TEL 597-0984

建築一式工事業 24時間年中無休で安心をお届けします
◆営業品目◆
各種消火器・住宅用火災警報器・防災用品
消防設備保守点検・防火対象物点検・避難設備
自動火災報知設備及び消火設備設計施工

〒190-0021  立川市羽衣町3-27-19

（株）消防弘済会
　　　　　　　　  TEL 042−523−3337代
　　　　　　　　  FAX 042−525−3302

http：//www.kousaikai.com

平成 24年 4月より国民健康保険税額の改定のお知らせ

◎問い合わせ先　村民課税務係　内線117

区　　分

医 療 分
支援金分
介 護 分

国民健康保険加入者の皆様へ国民健康保険加入者の皆様へ国民健康保険加入者の皆様へ

平成 24年 4月より国民健康保険税額の改定のお知らせ平成 24年 4月より国民健康保険税額の改定のお知らせ平成 24年 4月より国民健康保険税額の改定のお知らせ

均等割額
（改定なし）

所 得 割 額

改 定 前 改 定 後 改 定 前 改 定 後

限 度 額

19,000円
8,000円
11,000円

500,000円
130,000円
100,000円

510,000円
140,000円
120,000円

4.3/100
1.2/100
1.2/100

4.6/100
1.3/100
1.3/100

　国民健康保険税は、「医療分」、後期高齢者医療制度への「支援金分」、介護保険制度の保険料である「介護分」、の
三項目を合算したものが課税額になります。
　現在「医療分」「支援金分」「介護分」については、「均等割額・所得割額」を基にした2方式により課税しておりますが、
平成 24 年 4月より所得割額及び限度額を下表のとおりに改定となりました。
　医療保険制度は、病気等の治療というリスクについて、社会全体で対応していくための制度です。このたびの改定に
ご理解とご協力をお願いいたします。
　また、平成 24 年度の国民健康保険税の金額は、平成 23 年中の所得をもとに計算し、7月にお知らせいたします。

　この改正内容については、被保険者代表、公益代表、保険医による国民健康保険運営協議会に村が諮問をし答申され
まして、平成24年3月議会で可決されたものです。
※国民健康保険税の軽減について
　所得に応じて、均等割額の軽減があります（軽減には確定申告をはじめ、所得の申告などが必要です）。

平
成
24
年
度
の
個
人

住
民
税
（
村
都
民
税
）

こ
こ
が
変
り
ま
す
！

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

村
民
課
税
務
係

　

内
線
１
１
４

☆
こ
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
い
、16

歳
未
満
（
年
少
扶
養
）
の
扶
養
控
除

（
33
万
円
）
が
廃
止
と
な
り
、高
等
学

校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
に
伴
い
、

16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
上
乗
せ
控

除
（
12
万
円
）
が
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。

☆
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
に
伴
い
、同

居
特
別
障
害
者
加
算（
23
万
円
）が
、

扶
養
控
除
へ
の
上
乗
せ
か
ら
、障
害

者
控
除
へ
の
上
乗
せ
と
な
り
ま
し

た
。

☆
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
額

が
、5
千
円
か
ら
2
千
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
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くらし･税

▽
日　

時　

７
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場　

所　

檜
原
村
役
場
３
階
住
民
ホ
ー
ル

　

東
京
都
で
は
、６
月
を
「
就
職
差
別

解
消
促
進
月
間
」
と
し
、就
職
差
別
を

な
く
し
就
職
の
機
会
均
等
を
確
保
す
る

た
め
、東
京
労
働
局
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、就
職
差
別
な
ど
企
業

内
に
お
け
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、ぜ

ひ
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。参
加

費
は
無
料
で
す
。

○
講
演
と
映
画
の
集
い

▽
日　

時　

６
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

▽
場　

所　

新
宿
区
立
新
宿
文
化
セ
ン

　
　
　
　
　

タ
ー
大
ホ
ー
ル

▽
講　

演　
「
障
害
者
、ニ
ー
ト
な
ど
の

若
者
、高
齢
者
な
ど
の
雇

用
促
進
の
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
～
激
動
す
る

社
会
で
考
え
る
～
」

▽
講　

師　

炭
谷　

茂

　
　
　
　
　
（
恩
賜
財
団　

済
生
会
理
事
長
）

▽
映　

画　
「
本
当
の
出
会
い
の
た
め

　
　
　
　
　

に
～
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
始

　
　
　
　
　

ま
る
公
正
採
用
選
考
～
」

▽
定　

員　

１
０
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

○
人
権
問
題
啓
発
映
画
会

▽
日　

時　

６
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
20
分

▽
場　

所　

台
東
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル

▽
映　

画　
「
本
当
の
出
会
い
の
た
め
に

　
　
　
　
　

～
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
始
ま

　
　
　
　
　

ま
る
公
正
採
用
選
考
～
」、

　
　
　
　
　
「
桃
香
の
自
由
帳
」、「
サ
ラ

　
　
　
　
　

リ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
～
ろ
う

　
　
　
　
　

者
と
聴
者
が
共
に
働
く
職

　
　
　
　
　

場
づ
く
り
～
」

▽
定　

員　

３
０
０
人（
事
前
申
込
制
）

　

相
続
、遺
言
、ク
レ
ジ
ッ
ト
、サ
ラ
金

な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、悩
み
ご
と
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

東
京
司
法
書
士
会
三
多
摩
支
会
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

▽
日　

時　

７
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
　
（
受
付
時
間　

午
後
０
時

50
分
～
３
時
30
分
）

▽
場　

所　

檜
原
村
役
場

　
　
　
　
　

３
階
住
民
ホ
ー
ル

消火器・住宅用火災警報器・消防ポンプ・消防団
用品・防災用品全般販売・消防設備設計・施工・保
守点検・建築設備・防火対象物点検

有限会社   木住野防災
東京都知事許可（般18）第83107号

〒190-0182  西多摩郡日の出町平井1328
　　　　　　　　　TEL 042−597−2351
　　　　　　　　　FAX 042−597−3428

消　防　設　備
備えあれば憂いなし！

〈広告〉

司
法
書
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

な
く
そ
う
就
職
差
別

問
わ
れ
る
企
業
と
社
会

の
人
権
感
覚

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

村
民
課
村
民
保
険
係

　

内
線
１
１
１
・
１
１
６

　

東
京
司
法
書
士
会
三
多
摩
支
会

　

☎
０
４
２-
５
４
８-

３
９
３
３

一般土木工事一式
東京都知事許可（般-16）第111726号

　　ICHIKEN
（有）市川建材土木

檜原村2877

　　　　　　　　　TEL 042−598−0513
　　　　　　　　　FAX 042−598−0047

７
月
の
人
権
・
行
政
相
談

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

村
民
課
村
民
保
険
係

　

内
線
１
１
１
・
１
１
６

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
都
産
業
労
働
局
雇
用
就
業
部

　

☎
０
３-
５
３
２
０-

４
６
４
９

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３-

３
８
７
６-

５
３
７
２
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くらし・税
下水道

20
歳
が
ス
タ
ー
ト
！『
国
民
年
金
』

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、国
民
年
金
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？「
年
金

だ
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
生
活
保
障
だ

け
で
な
く
、万
が
一
、病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
や
、一
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、あ
な
た
や

あ
な
た
の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、加
入
の
届
出
や
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
あ
の
時

に
・・・
」
と
後
悔
す
る
前
に
、国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

（
20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、第
2
号
被
保
険

者
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、加
入
手
続

き
は
不
要
で
す
。）

〈広告〉

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

青
梅
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
２
８-

３
０-

３
４
１
０

一般建築・リフォームのことなら
なんでもご相談下さい！！

一般建築・リフォーム

株式会社　光壽建築
東京都知事許可（般-21）第123420号

代表取締役　野村　正雄
〒190-0214 東京都西多摩郡檜原村435-2
TEL 042-598-0139・042-598-0870
FAX 042-598-1300

光壽

今
月
は
、村
、都
民
税
（
普
通
徴
収
）第
1
期
の
納
期
で
す
。

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
の
ご
家
庭

は
、一
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

対
象
区
域
の
ご
家
庭
は
、お
客
様
負
担
で
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

浄
化
槽
を
使
用
の
ご
家
庭
は
で
き
る
だ
け

早
く
浄
化
槽
を
廃
止
し
、汲
み
取
り
便
所
を

使
用
の
ご
家
庭
は
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に

改
造
し
、下
水
道
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
、汲
み
取
り
便
所
の
汲

み
取
り
が
全
て
有
料
に
、浄
化
槽
の
清
掃
補

助
が
打
ち
切
り
に
な
り
、排
水
設
備
工
事
（
下

水
道
接
続
の
水
洗
便
所
改
造
資
金
）
の
助
成

制
度
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、皆
さ
ん
が
私
有
地
内
に
設
置
す
る

排
水
設
備
は
、公
の
施
設
で
あ
る
公
共
下
水

道
に
直
結
す
る
た
め
、適
切
な
工
事
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、一
定
の
技
術
水
準
が
あ
る
、村

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
お
早
め
に
…

◎
下
水
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
環
境
課
生
活
環
境
係

　

内
線
１
２
５
・
１
２
７

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
環
境
課
生
活
環
境
係

　

内
線
１
２
４
・
１
２
７

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

方
は
、登
録
と
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

注
射
を
受
け
た
ら
、早
め
に
産
業
環
境

課
生
活
環
境
係
で
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
料
金
は
、各
動
物
病

院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、最
近
、放
し
飼
い
を
し
て
い
る
・

引
き
綱
を
し
な
い
で
散
歩
さ
せ
て
い
る
・

犬
の
フ
ン
を
始
末
し
な
い
な
ど
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。飼
い
主
の

方
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、ま
わ
り
の
方
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
、人
と
動
物
と

の
調
和
の
と
れ
た
共
生
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す
。放
し
飼

い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、散
歩
や

運
動
の
時
は
必
ず
引
き
綱
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

○
散
歩
の
時
は
犬
の
フ
ン
を
放
置
し
た

ま
ま
に
し
な
い
で
、持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

指
定
の
工
事
店
で
な
い
と
工
事
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
衛
生
の
向
上
、秋
川
の
水
質
保
全
の

た
め
、お
早
め
に
接
続
す
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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山林・
農作物

山
林
の
立
木
や
庭
木
の

手
入
れ
は
大
丈
夫
で
す
か
？

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
環
境
課
建
設
係

　

内
線
１
２
２
・
１
２
８

　

檜
原
村
の
豊
か
な
自
然
環
境
は
、四

季
折
々
瑞
々
し
い
景
観
を
醸
し
、多
く

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。し
か
し

近
年
、沿
道
の
立
木
が
雪
害
等
で
倒
れ

た
り
落
枝
す
る
な
ど
、道
路
交
通
の
妨

げ
や
停
電
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、庭
木
の
枝
葉
が
伸
び
る
と

道
路
上
に
張
り
出
し
、道
路
標
識
の
視

界
を
遮
る
等
、人
や
車
の
通
行
に
支
障

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、安
全

な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
次
の
こ
と

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
山
林
を
所
有
し
て
い
る
方

　

道
路
沿
い
な
ど
で
危
険
な
状
態
に
あ

る
立
木
の
伐
採
や
樹
木
の
剪
定
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
垣
根
・
庭
木
の
所
有
者

　

定
期
的
に
枝
葉
の
剪
定
を
お
願
い
し

ま
す
。

野生鳥獣による被害を防ぐために （地域で行う被害防除）

○畑の取り残した野菜や野菜くずを放置しないようにしましょう。人家のまわりにある収穫の予定の 
　ない果樹類の実を取り除くことも必要です。
　　また、お墓のお供えも持ち帰るようにしましょう。
　　農地がエサ場だと覚えさせないためにも残菜をなくすよう集落ぐるみで取り組む必要があります。

○耕作放棄地や農地・人家周辺などのヤブ地は野生鳥獣の隠れ家となります。適切
　に刈り払いを行い、野生鳥獣の隠れ場所を取り除くことが大切です。

○野生鳥獣の子供がかわいいからといって餌付けをすることの

　ないよう皆さんでお互いに注意しましょう。

◎問い合わせ先
産業環境課産業観光係
内線121・126

電気柵購入補助金について
　野生鳥獣による農作物への被害を防止するた
め、電気柵の未整備の畑に新たに電気柵を購入し
設置した方に、補助金を交付します。
　対象は村内に畑を所有している方または耕作し
ている方です。

　※補助金額は、購入費の1/2（限度額 8万円）です。
　※電気柵は50ｍで約17 万円、100ｍで26万円程度
　　の費用がかかります。
　※電気柵の設置は個人で行っていただきます。

電気柵を希望される方は、
産業環境課産業観光係まで申込み下さい。

電気柵を
希望される方は、

産業環境課産業観光係まで
申込み下さい。

◎申込み・問い合わせ先
　産業環境課産業観光係
　内線121・126
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環境

　

村
で
は
、一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
を
促
進

し
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、生

ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
機
器
は
、電
動
又
は
手
動
で
か

く
は
ん
し
堆
肥
等
に
す
る
機
器
で
、購

入
費
の
２
分
の
１
の
額
と
な
り
ま
す
。

（
限
度
額
１
万
５
千
円
）

　

詳
し
く
は
、産
業
環
境
課
生
活
環
境

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

村
で
は
、家
庭
か
ら
出
る
新
聞
紙
や

び
ん
な
ど
の
資
源
物
を
集
団
で
集
め
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
「
資
源
回
収
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
住
民
団
体
に
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

当
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、資

源
化
の
推
進
、ご
み
の
減
量
及
び
生
活

環
境
の
保
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
、ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場

合
に
は
、事
前
に
団
体
の
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
対
象
団
体
】

自
治
会
、高
齢
者
ク
ラ
ブ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、そ

の
他
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
。

【
登
録
受
付
】

随
時
受
付

※
年
1
回
資
源
団
体
登
録
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
交
付
額
】

収
集
売
上
量
に
対
し
、１
kg
９
円
（
び

ん
1
本
9
円
）
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、産
業
環
境
課
生
活
環
境

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
器
購
入

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

資
源
回
収
奨
励
金
交
付
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
環
境
課
生
活
環
境
係

　

内
線
１
２
４
・
１
２
７

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
環
境
課
生
活
環
境
係

　

内
線
１
２
４
・
１
２
７

一人１日ごみ排出量（資源を除く）

一
人
１
日
排
出
量

H22年度平均（641ｇ）

H28年度目標（554ｇ）
H38年度目標（488ｇ）

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

皆様一人ひとりが毎日出しているごみの量をグラフにしたものです。
村では平成28年度までに554ｇ/人日まで削減する目標を立てております。
●生ごみを捨てる前には必ず水切を！　●資源になる物は必ず資源へ！　●粗大ごみにする前に再利用や譲り合いを！
目標に向かい力を合わせて頑張りましょう。

H21年度
H22年度
H23年度

皆様一人ひとりのご協力が必要です。
今後も引き続き、ごみの減量に向けご
協力をお願いします。

0

100ｇ

200ｇ

300ｇ

400ｇ

500ｇ

600ｇ

700ｇ

800ｇ

900ｇ

▲

▲
▲

▲ ▲

▲
▲

▲
▲ ▲

▲ ▲ ▲

野生鳥獣による被害を防ぐために （地域で行う被害防除）

○畑の取り残した野菜や野菜くずを放置しないようにしましょう。人家のまわりにある収穫の予定の 
　ない果樹類の実を取り除くことも必要です。
　　また、お墓のお供えも持ち帰るようにしましょう。
　　農地がエサ場だと覚えさせないためにも残菜をなくすよう集落ぐるみで取り組む必要があります。

○耕作放棄地や農地・人家周辺などのヤブ地は野生鳥獣の隠れ家となります。適切
　に刈り払いを行い、野生鳥獣の隠れ場所を取り除くことが大切です。

○野生鳥獣の子供がかわいいからといって餌付けをすることの

　ないよう皆さんでお互いに注意しましょう。

◎問い合わせ先
産業環境課産業観光係
内線121・126

電気柵購入補助金について
　野生鳥獣による農作物への被害を防止するた
め、電気柵の未整備の畑に新たに電気柵を購入し
設置した方に、補助金を交付します。
　対象は村内に畑を所有している方または耕作し
ている方です。

　※補助金額は、購入費の1/2（限度額 8万円）です。
　※電気柵は50ｍで約17 万円、100ｍで26万円程度
　　の費用がかかります。
　※電気柵の設置は個人で行っていただきます。

電気柵を希望される方は、
産業環境課産業観光係まで申込み下さい。

電気柵を
希望される方は、

産業環境課産業観光係まで
申込み下さい。

◎申込み・問い合わせ先
　産業環境課産業観光係
　内線121・126
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ふくし・
 けんこう

６
・
７
月
の
栄
養
相
談

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
け
ん
こ
う
課
け
ん
こ
う
係

　

☎
５
９
８-

３
１
２
１

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
・

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
・

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

現
況
届
に
つ
い
て

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
け
ん
こ
う
課
福
祉
係

　

☎
５
９
８
‐
３
１
２
１

こちら地域包括支援センターです！

介護予防ってなぁに！？

　地域包括支援センターは高齢者の総合機関として活動しております。
介護予防・自分らしく生活するとはどんなことでしょうか！？
　介護予防とは高齢者の方が介護を必要になる状態を防ぐこと、介護が
必要になってもそれ以上悪化させないことをいいます。
　畑に精を出したり、おいしいものをたくさん食べたり、お友達とお喋
りしたり・・・。決して難しいことではありません。現在のハツラツとした
生活がいつまでも続くように心身の老化のサインに早く気づき、体の維
持するための対応も大切です。

檜原村でいつまでもがんばんべぇ！！…
★問い合わせ先　檜原村地域包括支援センター　電話 598-3121

▽
日
時　

６
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

７
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
会
場　

や
す
ら
ぎ
の
里
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
け
ん
こ
う
館
２
階
）

　

ご
自
身
や
ご
家
族
の
栄
養
に
つ
い
て
の

疑
問
や
食
事
療
法
な
ど
に
つ
い
て
、栄
養

士
・
保
健
師
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

７
月
の
精
神
保
健
巡
回
相
談

▽
日
時　

７
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　

ご
自
身
や
ご
家
族
等
の
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
、専
門
医
と
保
健
師
が
ご
自
宅

に
訪
問
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
（
費
用
無
料
）。

★
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、ご
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、引
き
続
き
手
当
や
医
療

証
の
交
付
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
こ
の
届
出
を
し
な
い

と
、６
月
以
降
の
手
当
の
支
給
、10
月

以
降
の
医
療
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
提
出
日　

６
月
29
日
（
金
）
ま
で
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栄
養
教
室
「
ヘ
ル
シ
～
ひ
の
は
ら
い

ふ
」
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を

実
現
し
て
い
け
る
よ
う
、健
康
に
関
す

る
正
し
い
情
報
を
お
伝
え
す
る
場
、正

し
い
食
生
活
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く

場
と
し
て
、年
６
回
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

ご
興
味
の
あ
る
方
ど
な

た
で
も
お
申
込
み
い
た

だ
け
ま
す
（
定
員
12
名
で

す
。６
月
27
日
（
水
）
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。）。

▽
日　

時　

７
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場　

所　

や
す
ら
ぎ
の
里

　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

 

▽
日　

時　

6
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～

　
　
　
　
　

午
後
0
時
25
分

▽
場　

所　

東
京
都
立
八
王
子
盲
学
校

①
ろ
う
学
校
ま
る
ご
と
体
験
と
初

級
手
話
（
ろ
う
学
校
体
験
と
手

話
の
入
門
）

　

7
月
24
日
（
火
）、31
日
（
火
）、8
月

7
日
（
火
）、21
日
（
火
）、28
日
（
火
）

　

平
日
午
後
2
時
～
4
時

　
（
計
5
回
）

②
中
級
手
話
A（
読
み
取
り
と
手
話

表
現
）

　

7
月
23
日
（
月
）、30
日
（
月
）、8
月

6
日
（
月
）、20
日
（
月
）、27
日
（
月
）

　

平
日
午
前
10
時
～
午
後
0
時

　
（
計
5
回
）

③
中
級
手
話
B（
読
み
取
り
と
手
話

表
現
）

　

7
月
24
日
（
火
）、31
日
（
火
）、8
月

7
日
（
火
）、21
日
（
火
）、28
日
（
火
）

　

平
日
午
前
10
時
～
午
後
0
時

　
（
計
5
回
）

▽
会　

場　

東
京
都
立
立
川
ろ
う
学
校

▽
募
集
対
象　

中
学
生
以
上
の
方
20
名

▽
費　

用　

無
料

▽
申
込
方
法　

往
復
葉
書
に
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、希
望
講
座
名
、昼
間

の
連
絡
先
を
記
入
し
て
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
申
込
締
切　

6
月
22
日（
金
）消
印
有
効

▽
申
込
先　

〒
１
９
０-

０
０
０
３

　
　
　
　
　

立
川
市
栄
町
１-

１５-

７

　
　
　
　
　

立
川
ろ
う
学
校　

公
開
講

座
係

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
け
ん
こ
う
課
け
ん
こ
う
係

　

☎
５
９
８
‐
３
１
２
１

ヘ
ル
シ
～
ひ
の
は
ら
い
ふ

栄
養
教
室

都
立
八
王
子
盲
学
校

「
学
校
公
開
」

都
立
立
川
ろ
う
学
校

「
公
開
講
座
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
都
立
八
王
子
盲
学
校

　

☎
０
４
２-

６
２
３-

３
２
７
８

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
都
立
立
川
ろ
う
学
校

　

☎
０
４
２-

５
２
３-

１
３
５
９

　

ＦＡＸ
０
４
２-

５
２
３-

６
４
２
１

ふくし・　
 けんこう

福
祉
と
ま
ち
づ
く
り
の

住
宅
デ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
都
土
建
一
般
労
働
組
合

　

西
多
摩
支
部
（
主
催
）

　

☎
５
５
５-
５
２
２
１

　

地
元
の
建
設
職
人
が
皆
様
に
奉
仕
す

る
1
日
で
す
。

▽
日　

時　

6
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▽
会　

場　

○
檜
原
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

○
南
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー

▽
内　

容　

○
住
ま
い
の
何
で
も
相
談

　
　
　
　
　

○
包
丁
と
ぎ

　
　
　
　
　

○
ま
な
板
け
ず
り  

な
ど
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ふくし・
 けんこう

《改革プラン評価委員会》から7つの提言《改革プラン評価委員会》から7つの提言《改革プラン評価委員会》から7つの提言
～公立阿伎留医療センターの経営改善に向けて～

　阿伎留医療センターからのお知らせ

　公立阿伎留医療センターでは、総務省の指針に基づき
平成 20 年度に「公立阿伎留医療センター改革プラン」
を策定し、平成21年度から3か年にわたり、経営改善
に取り組んできました。改革プランでは、主な数値目標
16 項目を掲げ、そのうち 12 項目については目標を達
成しました。しかし、経営上最も重要となる病床利用率は、
3 年間いずれも 70％に達していないことから、3 年間
の経営を振り返り、改革プランの見直しを行い、さらな
る改善に取り組むことになりました。
　平成 23 年 1 月に専門的知識を有する委員 9 人（委
員長　鈴木荘太郎　元東邦大学医学部教授）で組織した
「改革プラン評価委員会」を設置しました。評価委員会は、
まず平成 21 年度から平成 23 年度までの改革に向けて
の取り組みと経営状況の評価・分析を行いました。次に、

阿伎留医療センターの医療圏である西多摩地域の人口動
態、疾病構造、医療機関の状況等を把握し、さらに、秋
川流域住民 3000 人を対象に行ったアンケート調査結
果を活用し、地域住民の阿伎留医療センターに対する期
待や要望等を把握し、分析を行いました。
　以上の結果を 7 つの提言としてとりまとめ、平成 24
年 3月に阿伎留病院組合管理者（あきる野市長）に報告
しました。

提言1　公立病院の役割
　公立病院の役割である４疾病（がん、脳卒中、心疾患、
糖尿病）、5事業（救急、災害、へき地、周産期、小児医療）
の対応を踏まえて、地域住民の期待や要望に応えるため、
地域の特性と阿伎留医療センターの特長を生かした病院運
営につとめること。

提言 2　経営形態
　病院経営の 4 つの経営形態（公営企業法一部適用、同
全部適用、地方独立行政法人、指定管理者制度）を比較
検討した結果、権限の一元化や責任の明確化を図るため、
現行の公営企業法一部適用から全部適用に見直すこと。

提言 3　病院の規模
　西多摩保健医療圏の人口動態、疾病構造の動向及び阿
伎留医療センターの入院患者数の推移等を総合的に分析し、
損益分岐点を見極めて病床数の適正化を図ること。

提言4　開業医との連携及び福祉施設等への支援
　地元医師会との連携を強化し、患者紹介率を 40％以上
にするよう努めること。
　また、福祉施設の協力機関として後方支援機能を高める
こと。

提言5　西多摩地域公立病院の連携
　高度医療機器について、公立 4 病院間での相互利用を
検討すること。急性期と回復期の病院相互の連携を強化す
ること。看護師確保に向けて４病院共同による協議の場を
創設すること。

提言 6　生活習慣病など予防医療への対応
　構成市町村と連携して、がん検診や特定健康診査の受
診率を高める受け皿となること。土曜・日曜日を活用して
地域の事業所等へ検診事業を働きかけること。

提言 7　収入増への処方箋と管理経費等の削減
　経営形態の見直しにあわせ、柔軟な給与体系を構築する
こと。最新の情報を集め、診療報酬の仕組みを全職員共
有して診療報酬確保に努めること。

提言1　公立病院の役割
　公立病院の役割である４疾病（がん、脳卒中、心疾患、
糖尿病）、5事業（救急、災害、へき地、周産期、小児医療）
の対応を踏まえて、地域住民の期待や要望に応えるため、
地域の特性と阿伎留医療センターの特長を生かした病院運
営につとめること。

提言 2　経営形態
　病院経営の 4 つの経営形態（公営企業法一部適用、同
全部適用、地方独立行政法人、指定管理者制度）を比較
検討した結果、権限の一元化や責任の明確化を図るため、
現行の公営企業法一部適用から全部適用に見直すこと。

提言 3　病院の規模
　西多摩保健医療圏の人口動態、疾病構造の動向及び阿
伎留医療センターの入院患者数の推移等を総合的に分析し、
損益分岐点を見極めて病床数の適正化を図ること。

提言4　開業医との連携及び福祉施設等への支援
　地元医師会との連携を強化し、患者紹介率を 40％以上
にするよう努めること。
　また、福祉施設の協力機関として後方支援機能を高める
こと。

提言5　西多摩地域公立病院の連携
　高度医療機器について、公立 4 病院間での相互利用を
検討すること。急性期と回復期の病院相互の連携を強化す
ること。看護師確保に向けて４病院共同による協議の場を
創設すること。

提言 6　生活習慣病など予防医療への対応
　構成市町村と連携して、がん検診や特定健康診査の受
診率を高める受け皿となること。土曜・日曜日を活用して
地域の事業所等へ検診事業を働きかけること。

提言 7　収入増への処方箋と管理経費等の削減
　経営形態の見直しにあわせ、柔軟な給与体系を構築する
こと。最新の情報を集め、診療報酬の仕組みを全職員共
有して診療報酬確保に努めること。

阿伎留医療センターでは、住民から十分に信頼される病院を目指し、この 7 つの提言に基づきさらなる経営改善に取り組むこと
になりました。特に、提言 2 の病院経営の根幹となる経営形態については、全国的にみても「全部適用」への移行が少なからず
行われており、先進事例病院を参考にして速やかな移行を図り、他の 6 項目についても、経営改善につながるものから優先順位
等を勘案して取り組んで行くものとすることになりました。

阿伎留医療センターでは、住民から十分に信頼される病院を目指し、この 7 つの提言に基づきさらなる経営改善に取り組むこと
になりました。特に、提言 2 の病院経営の根幹となる経営形態については、全国的にみても「全部適用」への移行が少なからず
行われており、先進事例病院を参考にして速やかな移行を図り、他の 6 項目についても、経営改善につながるものから優先順位
等を勘案して取り組んで行くものとすることになりました。



11 広報  ひのはら　H24.6
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校
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書
及
び
中
学
校
用
教
科
書
の
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左
記
の
と
お
り
開
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い
た
し
ま
す
。

▽
期　

日　

平
成
24
年
６
月
15
日
（
金
）～
６
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
〈
た
だ
し
、休
館
日
（
月
曜
日
）
を
除
く
〉

▽
時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
場　

所　

西
多
摩
第
四
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
奥
多
摩
町
立
古
里
図
書
館
）

　
　
　
　
　

住
所　

奥
多
摩
町
小
丹
波
82

　
　
　
　
　

1
０
４
２
８-

８
５-

１
６
１
８

　

郷
土
資
料
館
で
は
年
に
一
度
、展
示
室
及
び
収
蔵
庫
の

燻
蒸
作
業
を
行
い
ま
す
。左
記
期
間
は
、郷
土
資
料
館
を
臨

時
休
館
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
、ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
資
料
館
休
館
期
間

　

平
成
24
年
6
月
11
日
（
月
）
及
び
９
月
10
日
（
月
）

平
成
24
年
度
教
科
書
展
示
会
の

お
知
ら
せ

子ども体験塾「神津島洋上セミナー」
　檜原村と奥多摩町の小中学生と合同で神津島へ船で行き、島の人たちとの交流や暮ら
しのようす、海に面する自然などについて学習します。参加希望の方は、下記要領によ
り期日までにお申し込み下さい。

 神津島
 ８月７日（火）～８月１１日（土）４泊５日
 
　　　　　①村内在住の小学５・６年生と中学１年生　②心身ともに健康で、団体
　　　　　行動が可能で、事前研修（7 月 16 日（月・海の日）ひのはら緑の休暇
　　　　　村で開催予定）に参加できること。
　　　　 25 名（募集人員を超えた場合には、この事業に参加したことのない小
　　　　　学５、６年生を優先にします。）参加の可否については郵送にて通知い
　　　　　たします。
 １万円（参加決定後お支払い下さい。）
　　　　　役場教育課にある申込書に必要事項を記入のうえ、提出してください。
　　　　　６月15日（金）

◎申し込み・問い合わせ先　教育課　社会教育係　1598-1011
　Ｅメール　syakaikyou@vill.hinohara.tokyo.jp

（多摩・島しょ広域連携活動助成金事業）

平成

年度
24 参加者

募集

行 き 先

参 加 費

応募資格

募集人数

申込方法
申込期限

日　　程 （船中1泊）
〔参加者事前研修会〕7月16日（月・海の日）※要出席

教育・文化

郷
土
資
料
館
燻
蒸
作
業
に
伴
う

休
館
に
つ
い
て

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
檜
原
村
郷
土
資
料
館　

☎
５
９
８-

０
８
８
０
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　４日間の水墨画教室を開催します。
四季折々の風景などに筆を走らせて、可憐な「墨絵」の世界に触れてみませんか？
　皆さんのお申し込みをお待ちしております。

水墨画教室を開催します

○日　　時　7月 2日 ( 月 )・9 日（月）・17 日（火）・23 日（月）
午後 1時 30 分～ 3時 30 分まで

○場　　所　檜原村福祉センター
○講　　師　吉野　富永氏（村内在住）
○定　　員　15 名（先着順）
○参 加 費　無料
○対　　象　村内在住・在勤者
○持 ち 物　雑巾（筆や墨汁等は教育委員会で用意します。）
○申し込み　6月 29 日 ( 金 ) までに電話でお申し込み下さい。

※汚れてもよい服装で参加して下さい。

◎申し込み･問い合わせ
　檜原村教育委員会　社会教育係　内線 226

　この補助金制度は、村の観光振興に寄与する団体の活動のうち、他の補助を受けていないものに
財政的な支援を行うことで、活動を存続または開始させ、檜原村の観光地としての魅力を向上させ
ることを目的としています。

補助金の対象は
構成員のうち半数以上が村民である団体です。
尚、過去２年間村が行う補助金制度を受けて
いないことが条件となっています。

補助金の額は
一件あたりの補助金額は、総事業の１/２の額
ですが、10万円が限度額となっています。

観光活性化事業補助金制度を
ご利用下さい

観光活性化事業補助金制度を
ご利用下さい

観光活性化事業補助金制度を
ご利用下さい

観光活性化事業補助金制度を
ご利用下さい

補助金交付のお申込みは
（社）檜原村観光協会に申請書等がありますので、６月 15日（金）
から７月 13日（金）までにお申込みください。
尚、応募団体多数の場合は、抽選とさせていただきます。

◎申込み・問い合わせ先
(社) 檜原村観光協会　☎５９８－００６９

教育・文化
その他

教
育
委
員
会
感
謝
状
の

贈
呈
を
い
た
し
ま
し
た

観
光
活
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化
事
業
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９
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「住宅改修工事等助成事業」
実施のご案内について

　あきる野商工会では管内の景気対策事業として、管内住民の方が住環境機能向上を目的
とした個人住宅の改修工事等を、あきる野商工会会員事業者によって行った場合に、その
費用の一部を助成する事業を実施いたします。
　この機会に、地域事業者の利用や多摩産材・省エネ設備機器等の利用促進などに当制度
をご活用いただきますようご案内申し上げます。

▽助成金額　10万円以上（税別）の改修工事等で、見積書（税別）又は工事完了後の支払額（税別）の
いずれか少ない額の 5％で、１世帯１回限り上限 10万円（千円未満の金額は切捨て）
を助成します。

▽申請対象　檜原村またはあきる野市に居住している個人住宅の改修工事等で、平成 24年 6月 1
日（金）以降、申請後に工事着工し、平成 25年 2月 28日（木）までに完了報告書を提出
できる工事。但し、次のいずれかに該当される方は申請することはできません。
①平成 23 年度に当会が実施した同様の助成事業において助成金を受けた方。（今回
の工事内容が、昨年度助成金を受けたもの違う内容であっても申請できません。）
②今回申請するものが、当会とは別に檜原村またはあきる野市が実施する助成制度を
活用して助成金・補助金を受けようとする方。（当会と檜原村・あきる野市の助成等
制度を重複して利用することはできません。）
 （対象例）
●住宅本体の改修工事等
●省エネ設備機器導入等工事
●風呂場やトイレの改修工事
●外壁ブロック・屋根の修繕
・塗替えや駐車場等の改修工事
●庭や生垣等の造園工事

▽申請期間　平成 24年 6月 1日（金）から平成 25年 2月 28日（木）
　　　　　　※先着順受付（助成金予算額に達し次第終了）

▽申請資格　申請日現在から引き続き、檜原村またはあきる野市に居住する個人で住民税及び固定
資産税を滞納していない方。

▽その他　　①申請から交付までの過程で審査等があります。
②工事等を行える業者は、あきる野商工会会員事業者です。
③申請書類と詳細につきましては、あきる野商工会へお問合せ下さい。

◎問い合わせ先
　あきる野商工会　本所
　☎042‐559‐4511

その他
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梅雨、台風シーズンを向かえます

　今年もまもなく梅雨入りの時季と
なります。地球温暖化の影響によるゲ
リラ豪雨と呼ばれる集中豪雨、また、
ここ数年は、日本に近づく台風も不規
則な動きをすることが多くなってい
ます。豪雨による中小河川の増水や道
路冠水等は、皆さんの予想を超える速
さで襲ってきますが、事前の予測は可
能です。普段からテレビ、ラジオ等で
流されるタイムリーな気象情報を収
集し、事前に付近の危険な場所を把握
しておき、避難場所や連絡方法、非常
時の食料を含む、非常持出品などにつ
いて家族全員で話し合い、また、危険
を感じたら早めに安全な場所へ避難
するなど、一人ひとりが十分な対策を
考えておくことが大切です。

大雨に関する気象情報

檜原村安全・安心むらづくり協議会よりお知らせ

大雨が予想される半日～１日前

大雨によって災害の起こるおそれのあるときに発表
１から３時間前（最大12時間前）

発達した低気圧や台風等によって重大な災害の起こ
るおそれがあると予想されるときに発表

数年に一度の猛烈な雨が観測された場合に発表する

大雨によるがけ崩れや土石流の発生する危険が高
まったときに発表する

気象情報（予告的内容）

大雨注意報

大雨警報

記録的短時間
大雨情報

土砂災害警戒情報

解説・発表の
タイミング 発表する情報の種類
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その他

【入学式】「元気な挨拶がすがすがしく感じました。」（内山絵里子校長）
　平成２４年度の入学式も天候に恵まれ、新しい学校生活が始まりました。一人一人が自覚を持ち、自分を伸ばす中学校生活を送っ
てほしいと思います。

いま、檜原学園檜原中学校ではいま、檜原学園檜原中学校では

村の宝である子供たちへの村民の皆様の熱き思いと期待に応えるため、次のように学校づくりを行う。
（１）基礎・基本を確実に身に付け、活用できる力を育む学校
（２）檜原村を愛し誇りに思い、豊かな人間性を育む学校
（３）たくましく生きる為の健康や体力を育む学校

異動された先生　○渕上勝則校長　羽村市立羽村第三中学校へ
　　　　　　　　○高橋信也先生　日野市立大坂上中学校へ
　　　　　　　　○金城由樹先生　日野市立平山中学校へ
　　　　　　　　○村野晴巳先生　奥多摩町立氷川中学校へ
新しい学校でのご活躍を期待しています。

めざす学校像

　新１年生１４名が入学しました。学生服を着ると今までと違い、
ちょっぴりお兄さんお姉さんに感じました。
　新２年生は１５名、新３年生は、１１名でスタートします。

新しい先生方を紹介します。
○内山絵里子校長　　　○宮下秀邦先生（音楽）
○望月大紀先生（国語） ○益田志郎先生（通級）
よろしくお願いします。
山口千里先生も産休が明けて、４月から勤務しています。

【1学期の主な学校行事】
４月　６日（金） 始業式
　　　９日（月） 入学式
　　１６日（月） 保護者会
５月１９日（土） 体育大会
　　３０日（水） 中間試験【３１日（木）迄】

7月１２日（木） 保護者会　　
　　１３日（金） １年森林体験
　　２３日（月） 秋川清掃
　　２４日（火） 檜原学園実践報告会
　　２５日（水） 終業式

６月１１日（月） 家庭訪問・面談【１５日（金）迄】
　　２８日（木） 国際交流会
７月　２日（月） 期末試験【４日（水）迄】
　　　６日（金） セーフティ教室
　　　９日（月） 学校公開週間【１３日（金）迄】

　お子様の心身の健康・行動・性格・学習や教育等でのご相談に応じます。相談日は、原則として土・日・
祝・休日を除き毎日です。相談員の在室を電話でご確認の上、来室してください。なお、ご希望があれば訪問
相談もいたします。教育相談室は本宿・春日神社の斜め向かいにあります。電話番号は５９８-１１６１です。

教育相談室だよりNO.262
檜原村教育相談室
平成24年6月1日

　

　こんにちは。例年になく寒い冬が過ぎ、桜の花とともに春を迎
え、新緑の季節になり、まもなく梅雨の時期をむかえます。私
は、佐渡伸二前教育支援室長の後任として４月1日付けで着任い
たしました、上原富明（うえはら・とみあき）といいます。檜原
は、38年ほど前の昭和49年から2年間の非常勤講師を含め10年
間檜原中学校で新規採用教員として勤務し、生徒・保護者に支え
られ教員としての第1歩を踏み出した思い出の地であり、原点で
す。退職後は檜原で仕事ができればという希望が叶い大変幸せで
す。
　さて、10年ほど前に最初に卒業させた子供たちと同窓会で会
う機会があり、その成長ぶりに感動したものです。担任した生徒
たちはもちろん個々の良さは持っていましたが全体的な印象は元
気そのもの、結構手をかけた感がありました。その子供たちが外
国で仕事をしていたり、個人経営者であったり、いろいろな立場
で社会の一線で活躍する頼もしい大人になっていたのです。当時

の私は、指導というより、無我夢中だったので、周りの先生の指
導の結果によると思いますが、もう一度檜原村で教育に関わりた
いという思いを強くしたものです。現在の檜原村の児童・生徒の
様子はというと、数は38年前と比べると5分の1になり、学校で
も、家庭でも、手が十分行き届いた結果、おとなしく、素直な子
供たちという印象を感じます。しかし、この事が子供たちの課題
でもあるように思われます。具体的には、先生の目が届き過ぎる
ために指示待ちの子供・・・自から学ぶ檜原の子供（知）、保育
園・小学校・中学校とかわらない人間関係において他人と協調す
る事や自立心・社会性が不足する子供・・・明るく素直で感性豊
かな子供（徳）、家庭における子供の減少・食生活・運動不足か
らくる虫歯・肥満・体力低下の子供・・・元気な身体をつくる檜
原の子供（体）、とまさしく一貫教育の檜原学園のめざす教育目
標そのものです。これからこの目標を達成し、村を愛し誇りに思
う子供たちの育成に村民の皆様方と一緒に努めてまいります。頑
張りますので宜しくお願いします。　

（檜原村学校教育支援室長　上原　富明）

檜原村を愛し誇りに思う子供たちの育成



受付時間　午前9時～午前11時45分・午後1時～午後4時45分
※午後の診療時間は、変更となる場合がありますので、事前のご確認をお願いします。また、受診する際は診療科目を事前に確認して下さい。
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「広報ひのはら」は再生紙を利用しています。 5月1日現在	 ●人口:2,573人（△9人）	 ●男:1,280人（△7人）
	 ●世帯:1,228世帯（△3世帯）	 ●女:1,293人（△2人）

6月の休日診療医療機関名のお知らせ
日（曜日） 医療機関名 住　所 電　話 日（曜日） 医療機関名 住　所 電　話

１０日（日）奥村整形外科 あきる野市
下代継19-1 518-2730 ２４日（日）さくらクリニック あきる野市

野辺1003 559-0118

１７日（日）こばやし内科小児科クリニック あきる野市
草花1439-9 518-2088 ７月１日（日）伊藤整形外科 あきる野市

秋川3-5-7 558-6211

テレホンサービスによる診療案内
東京消防庁救急相談センター	 秋川消防署	 東京都保健医療情報センター
TEL 521-2323 TEL 595-0119 TEL 03-5272-0303
携帯電話・PHSは♯7119

●「ゆりーと」とは・・・
　「ゆりーと」とは、都民の島「ゆりかもめ」
がモチーフです。「アスリート」や多くの
人々が、東京都を舞台に、夢と目標に向かっ
て羽ばたいていくよう、スポーツ祭東京
2013 を応援します。

　「東京に　多摩に　島々に　羽ばたけアスリート」
第 68 回国民体育大会と第 13 回全国障害者スポー
ツ大会が、多摩・島しょ地域を中心に東京都全域を
舞台として、アスリートの夢が羽ばたく大会である
という趣旨を表しています。

●スローガン

～マスコットキャラクター～
　スポーツ祭東京 2013　第 68回
国民体育大会と第 13 回障害者ス
ポーツ大会をスポーツの夢と感動を
伝えるひとつの祭典です。

檜原村は平成２４年９月９日（日）に国体自転車競技リハーサル大会を実施予定です。
（コースは、八王子市役所スタート―あきる野市―檜原村―奥多摩町ゴール）
※詳細につきましては今後お知らせいたします。


